
国際補助言語としての 「グロービッシュ」の可能性 ピジン言語との比較から

眞砂 薫

1.要 約

2010年 か ら2011年 にかけて、 グロービ ッシュ とい う言葉が注 目された。 これ は、国際

共通語 としての英語(EnglishasanInternationalLanguage:EIL)と して提案 されて きた英

語の最新形であ る。 グロー ビッシュは、過去 に提案 されて きたEILや 人工言語 な ど、異言

語 ・異文化 の人 々を繋 ぐ中間言語 に比べ て、最 もよ く現代 の英語 をめ ぐる世界状況 を反映

す る もので もあ る。言語の歴史 を振 り返れば、異言語 ・異文化間交流 のため に発生 し、活

用 された言語 は多 くあ り、それ らはピジ ン言 語 と呼 ばれて きた。本論 では、 ピジン言語、

特 にピジ ン英語 とグロービ ッシュの比較検討 を行 う。 ピジ ン英語 とグロー ビッシュは、英

語非母語話者(非 ネイテ ィブ)の 英語 として共通点 も多 い。 そ うであれ ば、 ピジン言語使

用者が置 かれ た社会環境や、英語母語話者お よび白人支配社会が英語非母語話者 に与 えた

不利益 を、 グロービ ッシュ話者 は受 けない とは言 えない。その可能性 につい て も考察 を進

める。21世 紀の世界で は、国策 として英語 を公用語 とし、国民の英語 運用 能力 を向上 させ

ようとい う国 も多い。グロービ ッシュもまた、その思潮 にのって現れ たことは確 かである。

しか し世界的 な英語公用語化 の動 きに問題 はないのか。 この点 を検証 し、世界的 な英語公

用語論 を批判的に考察す る。

2.グ ロー ビッシュの紹介

Newsweek国 際版2010年6月21日 号で、 ロバー ト・マ クラム(RobertMcCrum)は 、 グ

ロー ビ ッシュの命名 者 としてJean-PaulNerriere(以 下 ネ リエール)と その著 書Globish

theWorldOver1)に ついて紹介 し、新 しい英語のあ り方 を報 じた2)。 ネリエールは1990年

代、 日本IBM在 職 中、英 語非母語話 者の方が 、英 語母語話 者 よ りも、 日本人や韓 国人顧

客 との英語 コ ミュニケー シ ョンが うま くい っている こ とを発 見 した。 英語非 母語話 者 に

とっては、簡単 な語彙 を用 い、場合 によっては難解 な語彙 を言 い換 えて表現 す る(例 えば

nephew=thesonofmybrother,oath=wordsofhonorの ように)ほ うが、意志疎通 のため

に英 語 を使 う場面 で、特 に英語 非母語 話者 間で は効 率的 だ とい う。 ネ リエー ルはグ ロー

ビ ッシ ュを言 語 ツール としての英語 と考 え、 語彙が1500語 だ けの簡 易英 語 と定 義 した。

その背景 として、 ネリエール は次の ような例 を挙 げてい る。 イン ドの空港 で国連平和 維持

軍 の、パ ンジ ャブ語 を話 さないスペ イ ン兵士 とスペ イ ン語 を話 さないイ ン ド兵士が、「文
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法 も構 文 も無視 した極め て簡単 な英語」 で意志疎通 を可 能に していたのである。 また非英

語 圏であ り宗教 的に も対立す るイス ラム教 徒の、英語圏の新 聞が表現 の自由を理 由にイス

ラム文化へ の風刺画 を掲載 する ことに抗議 した 「反 ・表現 の 自由」 のメ ッセ ージは実 にシ

ンプルでわか りやす い英語 で書 かれていた(DOWNWITHFREESPEECH打 倒1言 論

の 自由)、 とい う例 も挙 げて いる。Newsweek誌 には英語 とグロー ビッシュの表現比 較例

が掲載 されている3)。 両者 は語 彙において異 な り、アメ リカ英語の口語 、俗語 的な語彙 を、

平易 な英単語 に置 き換 える とグロー ビッシュ英語 となる。 そ うであって もグロービ ッシュ

英文 を英語非母語話者が 自ら書 こ うとすれ ば、相当の統語 ・構 文 ・談話作 成能力が必要で

あ り、 さらにそ の基 礎 には相 当の読書量(イ ンプ ッ ト体験)が 必 要 であ る。そ うなれ ば

ニューズ ウィー ク誌の述べ るグロービ ッシュ必須語彙 はわず か1500で あ り、「文法 も構 文

も無視 して も英語 は通 じる」 とい うメッセージは誤解 をまね く表現 と言 える。

またマ クラムは英語の時代 的変化 の側面 か らもグロー ビッシュを位置付 けている。 イギ

リス英語 はチ ョーサ ーやシェイ クス ピアの時代 を経 て19世 紀英 国帝 国主義時代 に世 界的

な覇権 を確立 す る。 この第1期 英語 帝 国主義時代 、イギ リス英 語 と帝 国主義 は不可分 で

あった。第2期 は第2次 世界大戦 を契機 に、英語 のパ ワー と影響力 を行使す る主体 はアメ

リカとなる。冷戦期 を通 じて、 アメリカ英 語帝国主義 は映画、 テ レビな どのマス メディア

を経 由 して世界的支配言語 としての英語 のイメージが世界 中の人 々の意識 に入 り込 む。 同

時 に世界 の人 々の意識 の中に反 イギ リス帝 国主義 および反 アメ リカ帝国主義の意識が育 っ

ていった。冷 戦の終結 と1990年 代 に続い た好景気 は英 ・米帝 国主義の優位性 を強め る と

同時 に、英語 覇権主義 への抵抗 感 を薄め た とマ クラム は考 えている。マ クラムは21世 紀

の到来 とともに英語覇権主義 のイメージは、英米帝 国主義 のイメージ とは分離 した ものに

な りつつ ある。 こうして新 しい第3期 グローバル な英語であ るグロービッシュの時代 を迎

えた と彼 は主張す る。

帝 国主義 のイ メー ジか ら解 放 された英語 は途 上 国に浸 透 した。 チ リやモ ンゴルは2003

年、英語教育 を充実 させて国民 をバ イ リンガル化 させたい と表明 した。2006年 にはメキシ

コで英語が必修 第2言 語 としてカ リキュラムに加 え られ、伝統的 フラ ンス語 圏の ルワ ンダ

は2008年 、英語 を公用語 とした。

このような トレン ドの中で、現 れた第3期 の世界 英語 は第2言 語 として英語 を使用す る

人 々の英語 を指す ものであ り、英語 は英米の英語母語話者 の所有 か ら解放 された と考 えて

いる。通信 手段 と交通 手段 の飛躍 的な発達 に よって、世 界 はかつ てないほ ど小 さくな り、

異言語、異文化 の人 間同士が、意志疎通 し協力 し、意見交換 し調整 して、意志決定 し結果

を出す時代 となった。その ような状況 の中では確 か に英米 覇権 主義 を背景 に した英語帝 国

主義 は消 え去 ったかに見 える。
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しかしグロービッシュ時代が標榜 される一方では、イスラム教圏とキリス ト教圏、西欧

と非西欧の文明および文化の衝突の時代、という時代定義 もまた存在する。具体的には民

族、人種を背景にした差別や階級制度 を人類が克服 したというには時期尚早であることも

忘れてはならない。

3.グ ロー ビッシュの定義

グ ロービ ッシ ュは今 日、国際共 通語 としての英 語の最 先端 モデル として注 目されてい

る。 グロー ビッシュが注 目されるポイン トとしては、① 非ネ イテ ィブの英語である こと、

② 表現性 よりも論理性 を重 ん じた英語表現 であるこ と:そ のため に意味の明瞭 な短文=

単文 を基本 として、それを接 続詞 や副詞 を論理的展 開の指標 として有効 に使 うこと ③ 語

彙数 の多 さを重視せ ず、む しろ限定 的 な語彙数(し ば しば1500語 を 目安 とす る)を 効率

的 に活用す る ④ 発音 は英語母語話者 の発音 を基準 とせず 、非 ネイティブ話者 同士での

最低 限度 の通用性 ・容認 度 を重視 す る、 とい うことが で きる。 これをさ らに簡単 にま とめ

れ ば、 グロービッシュとは文法 ・発音 を簡便 化 し語彙数 を制 限 した、半人工的 な自然言語

であ ると定 義で きる。

2011年 現在、 日本で はグロー ビッシュを冠す るビジネス書 、英語 自己啓発書が急速 に出

版 されている。それ らの ほ とんどは学術研究書 ではな く、 ビジネス 自己啓発書 と呼 ばれる

一般 図書 で ある
。 日本 におい て2011年 現在 「グ ロー ビ ッシュ」 に関 して入手可 能な主 な

ビジネス関連図書 は次 の通 りである:

1ジ ャン ・ポール ・ネリエール 『世界の グロー ビッシュ1500語 で通 じる驚異』

2011年3月 東洋経済新報社

2阿 部川久広 「グロービ ッシュ時代 のこれだけ英単語111』

2011年4月 実業之 日本社

3関 口雄一 『非ネイティブのためのグロービッシュ式 らくら く英語勉強法』

2011年7月 日本能率協会 マネジメン トセ ンター

4手 島直樹 「グロー ビッシュ実践勉 強法』2011年8月 日本実業 出版社

5関 口雄一 『驚 異のグロービッシュ英語術 通 じなか った英語 が一変』

2011年8月 高橋書店

6関 口雄一 『1日10分 グロー ビッシュ学習法』2011年9月 かん き出版

7清 水 健二 『グロー ビッシュ英単語たった1500語 』2011年9月 日本法令 出版

8関 口雄一 『多忙社員 こそグロー ビッシュ 完壁 を求めない英語』

2011年10月 中央公論新社
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9竹 下光彦 「グロー ビッシュ入門 苦 手な人ほ どうま くなる』

2011年10月 サ ンマー ク出版

10関 口雄一 『グロービ ッシュの教科書 ビジネス を変える1500語 』

2011年10月 毎 日コミュニケ ーシ ョンズ

11長 尾和 夫 「グロービ ッシュでは じめ るビジネス英語 ライテ ィング』

2011年12月 三修社

12阿 部川久広 『グロービ ッシュコミュニケーシ ョン術58の ビジネス シー ンで』

2011年12月 す ばる舎

これ らの図書 に見 られ、 日本で紹介 され るグロービ ッシュ英語の概要 と問題点 を指摘 し

てお く。

① 語 彙1500語 が 、明確 な一定 の基 準 に よって選 定 され てい るわ けで は ない。 ただ し、

1500語 の中に機 能語お よび基 本的な内容語 は含 まれていない。

② 文法や統語規則が具体的 に示 されている ものはな く、基本的 ・日常 的な基本文 の語彙入

れ替 えによるパ ター ンプラクテ ィス訓練的 な学習が中心 である。

③ 英語表現 の習得 はシャ ドーイ ングな どの訓練 法が紹介 されているが、 グロー ビッシュ独

自の音声訓練、聴解訓練 の方法 はない。

そこで まず、続 々 と出版 され る図書で紹介 されるグロー ビッシュ英語 を どの ように考 え

れ ばよいのか、その枠組みや視点 について考察 を進め る。

4.国 際補 助言語 とい う観点 から

現在、国際共通語 としての英語(EnglishasanInternationalLanguage、 以下EIL)の 重

要性が話題 になってい る。EILは 、英米 人 らの母語 と しての英語 とは区別 され るべ きで あ

る。英語教 育 にお いては、教 育の 目標言 語(Targetlanguage)を 、母語 として英米 人 らが

使 用 す る英 語 と考 え る場 合 は、外 国語 と して の 英 語(EnglishasaForeignLanguage:

EFL)の 教育 と考 えられ る。 また英米 人 ら母語 としての英語が流 通す る社会 に長期 滞在 ま

たは移 住 す るた め に英 語 を習 得 しよ う とす る場合 、 目標 言 語 は第2言 語 としての英 語

(EnglishasaSecondLanguage:ESL)で ある。

一般 に母 語 を異 にす る人 々 の間で 意思伝 達 の手段 と して用 い られ る言語 を補 助言 語

(auxiliarylanguage)と いう。例 えば中世や ルネサ ンス期 では、 ラテ ン語が補助言語 であっ

た。18～19世 紀 には、 フラ ンス語 が上流階級 の補助 言語で あ り共通語 であ った。現在で
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は科学、貿易、運輸 をは じめ学術、医療 に至 るまで多 くの分野で英語が共通語で あ り補助

言語 と して利用 されてい る。

現在 、EILの 重 要性 が話題 になっている。EILは 、英米 人 らの母 語 と しての英語 とは区

別 され る。英 語教育 におい て も同様 であ る と考 え られ る。 またEILはESLと も区別 され

ねばな らない。 この よ うな区別が明 らかにな りつ つある今 日で も、EILの 概念 が社 会的 に

容認 されている とは言い難い。

その中でEFL以 外の英語 は、英語母語話者 にとって、英語 の変形亜種 であ り、不 完全

な英語 に見 えるか もしれない。そ うであ って も、過去 に英語母語話 者 と英語非母 語話者、

あるい は英語非母語話者 同士 で使用 された 「不完全 な英語」 は存在 した。そ の歴史 とそれ

らの言語的な特徴 を、以下で検証す る。

5.ピ ジ ン言語を含 む国際補助言語の歴史

中世 やルネサ ンス期 の、補助言語 と しての ラテ ン語、18～19世 紀 の ヨー ロッパ 上流階

級 の補助 言語 であ り共通語 であった フラ ンス語 のみな らず、 イン ドや 旧ソ ビエ ト連邦 内、

また 旧フランス植 民地領域内で も 「自然言語」が2地 域の 日常の交流 と意思伝 達 のための

補助言語 になっていた。

また一方 で、多種多様 な言語 がある ことか ら生 じる不便 を克服す るために、人為的 に創

造 された人工言語 がある。17世 紀以 降創造 された人工言語 の案は数百 にの ぼるといわれる。

Descartes,Leibnizな どの哲学者 は 自然言語 とは無関係 な、論理 を基 軸 とす る哲学 言語 を

提案 した。 しか しそれ らが実用性 を欠 くものであったため、多 くはイ ン ド ・ヨー ロ ッパ諸

語 の共通 の要 素 を もとに、文法、語 彙、発音 、正字法 を簡略化 した人工言語 が考案 され

た。主 な例 は1887年 にLL.Zamenhofが 考案 したエスペ ラ ン ト語(Esperanto)や 、1928年

に、 デ ンマ ー ク の言 語 学 者 のOJespersenが 発 表 したNovial(Nov=NewInternational

AuxiliaryLanguage:新 国際補助言語)な どがある。

そ してそれ らの 中間体 とい うべ き 「自然 言語の人為的 な簡略化」 の試 み として、英語 を

もとにC.K.Ogdenが 創案 したベイシ ック英語(BasicEnglish)は 、半人工言語 とい える。

さて、歴 史の 中で、本 当に実用的 な 目的か ら発生 し、普 及 し、長 く残 った言語 があ る。

それ らは、異言語使用者 間で、 いず れに とって も母語で ない仲介 的な言語 である。そ の中

で発音、文法、語彙の簡単化 が特色 をなす もの をピジン(pidgin)と よぶ。 ピジ ンは商取引、

貿易 な どの異文化 間交流 の中で仲介言語 として発生 した言語 である と定義 で きる。 そ して

ピジンが、特定 の地域 で土着化す るとク レオール言語(creolizedlanguage)の 段 階に入 る と

定義 で きる。本論で は、 ク レオール語 はピジン語の土着化 した もの と考 え、英語の歴史上

に現 れた異文化異言語 間仲介言語 の総称 として ピジ ン語、特 にその英語版 を ピジ ン英語 と
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呼ぶ こ とにす る。 ピジ ンの典型的な例 は、かつて地中海沿岸の諸港で船員、商人、奴隷 た

ちが用いたサ ビール語(Sabir)と 、イタ リア語、 フラ ンス語、スペ イン語、アラ ビア語 な ど

が混合 し、発音 ・文法 ・語彙 の簡略化 の結果 で きあが った ピジ ン言語 を上 げる ことが で き

る。他 に中国沿岸 で発生 し、広 く用い られ たChinacoastPidginEnglishを は じめ、 ピジ

ン語や ピジ ン英語 は多 数存在 す る。 なお、サ ビール語 はリンガフランカ(linguafranca)と

も呼 ばれ る。そ して これ は後 に 「異 なる言語 を話す人 々の間で使 われ る共通の言語」 とい

う広い意味で使 われ、現代で は言語学 ・音声学の分野で の国際補助言語 を意味す る言葉 と

なっている。

グロービ ッシュ との比較検討 のために、 ピジ ン言語 の中で も、 ピジン英語 に注 目してそ

の特徴 を簡単に確認 してお く。

6.ピ ジン英語の詳細 発音 ・語彙 ・文法

ピジン英語の例 としては、 メラネシアピジン英語(MelanesianPidginEnglish:MP)と 中

国語 ピジン(ChinesePidginEnglish:CP)が その主な実例 として挙げ られる4)。 母語 として

の英 米 の英 語 に対 して、そ の発 音 の特 徴 は 「除去」 と 「代 用」 であ る。 ピジ ン英語 の場

合、 ピジ ン語話 者 に とって聞 き取 れ ない英語 発音 は 「除去 」 され、母語 に よって 「代 用」

され る。二重母音 や長母音 は短母音で代 用 される。以下、その例 である。

CP:de(=day除 去),wik(=week代 用)

MP:fes(=face代 用),tok(ニtalk除 去)

除 去+代 用;母 語 に な い 子 音 が 除 去 さ れ 近 似 子 音 に よ っ て 代 用 さ れ る

tink(=thinkθ →t),disfela(=thisδ →d)

他 にCPで は/r/を/1/で 代 用 し た り、/r/の 脱 落 、 複 数 の 子 音 結 合 に 母 音 を挿 入 す る な

どが 起 こ る

(CP:klir→kalir=clear)

語彙 における特徴 は 「少数語彙 の組み合 わせ活用」 と 「意味 の拡大」 である。 自然言語

は少 な くと も2万 か ら2万5千 の語 彙 を持 つが、 ピジ ン英 語 は普 通700か ら2000語 で あ

る。MPの 場合 、2000の 語彙 で6000種 類 の表現が可 能で ある とされ る。以下 に具体 例 を

挙 げる。

CP:joss「 偶 像 」 →josshouse「 寺 院 」 →joss-pidginman「 僧 侶 」

MP:gras(ニgrass)「 草 」 → 表 面 に 葉 上 に 生 え た も の →(意 味 拡 大)→ 「髪 の 毛 」 「髭 」
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文法上の特徴は 「単純化 文法関係を表す屈折語尾が単純化 され、語順に依存する」 とい

う点である。加えて

1)「 名 詞1+名 詞2」 で 名 詞1の 目的 、 特 性 を 名 詞2が 表 す

MP:hawsmoni(houseformoney=bank)

2)所 有 を 表 す の に 前 置 詞bilong(=of)を 多 用 す る

MP:mastarbilongyu(=yourmaster)

3)「 代 名 詞+名 詞1+名 詞2」 で 代 名 詞 、 名 詞1は 所 有 格 と して 働 く

CP:datmasterponi(=thatmaster'spony)

4)動 詞 の 時 制 の 区 別 が ほ とん ど な い 。 時 制 は 時 を 表 す 副 詞 で 表 現 す る 。

CP:Hialredybuycar.(=Heboughtacar.)

5)否 定 は 、 主 語+no+動 詞 で 表 す 。

CP:tumolomajnokenkam.(TomorrowIcannotcome.)

これ らの発音 ・統語 ・語彙表現 は、当然、英語母語話者か らは不 完全で稚拙 な表現で あ

る と受 け取れ る。そ うであ って も、例 えば発音 における母語 近似 音 を使 っての代用や母音

の挿 入 な どは、英 語非 母語 話 者 であ る 日本 人 の英語 発 音 に見 られ る特徴 であ る(light=

laito,truck=tolakkuな ど)。 英語非母語話者 の英語発音 におけ る子音除去や母語 近似 音代

用 は、英語非母語話者 に共通 する特徴 であ り、除去 、代用、変形 は、後 に示す ように人 間

言語 に普遍 的 な言語 行為 であ るとさえ言 える。 したが って英語 非母語 話者 の英語 の特 徴

を、「人種 ・民族 的 な劣性 であ る」 とす る母語 話者の考 えや、英 語母語話 者 による 「ネイ

ティブチ ェック」や母語話者 の言語 的直観(nativeintuition)へ の信 頼 を非母語話者で ある

外 国人が持 ちす ぎる ことは、「英 語 ネイティブ神話 」 を作 り英語 覇権 主義 に通 じる危険 を

は らむ ものである。

7.ピ ジンとグロービッシュ その1

ピジンとグロービッシュを比較すると、その類似点 と相違点が明 らかになる。類似点

は、次の通 りである。① 語彙の制限あるいは少なさ;と もに語彙が少な く、意識的に、

また実際的な使用の場面や必要性から、語彙を少なくしている。② 文法構造が単純化さ

れ、文法構造の複雑なものは避けられ、簡単で明快な構造の文が多用される。③ 発音に

ついては、英語母語話者の発音が基準にならない;非 ネイティブの、自分の母語の発音の

影響をうけた発音で運用される;し たがって英語母語話者の標準的な発音 という 「最高 レ

ベル」を志向するのではなく、英語母語話者 と非ネイティブ、あるいは非ネイティブ同士
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での、「最低 限度 レベ ルでの コミュニケーシ ョンが実現す る」 ことを志 向す る。

それに対 して、 ピジ ンとグロービ ッシュは次の ような相 違点 を持つ。① ピジ ンは様 々な

時代 に、主 に植民地 を中心 とした様 々な場所 で、英語 のほか にフラ ンス語や スペ イ ン語 な

どの宗主 国の言語 と様 々な現 地語が混 合す る形で作 られた補助 言語 であ るのに対 し、 グ

ロービ ッシュは基 本的 に国際経済が発達 した、 フラッ トで対等 な関係性 の保証 された世界

のなかで多用 され る ことになった英語 を軸 に、様 々 な非 ネイテ ィブの母語 の影響 を受 け

た、 まさに国際共通語 としての英語の一形式であ る。② ピジンは例 えば奴隷対雇い主 な

どの上下 関係の なか で、強制 的な言語使用 の状況下 で発生 した言語 である ともいえるのに

対 し、 グロー ビッシュは、基本 的に、 また理念 的には対等 な国際的経 済活動の状況下で使

用 され る言語 で あ り、使 用者 は国際 的経 済活 動 に参加 しよ うと自 ら意 図 した場合 に、 コ

ミュニケ ーシ ョンにおいて最 も効率の良 いグロー ビッシュ とい う英語 を選択 した、 といえ

る。(た だ しすべ ての ピジ ン言語 が、使用 を強 制 され た状況 の中で発生、普及 した もので

はな く、 太平洋北 西部、南 西部 の港町 を中心 に商取 引 の 目的で使 用 された中 国語 ピジ ン

(ChinesePidginEnglish)は 、む しろ現代 の グロー ビッシュに近 い ものである。)③ ピジ

ンは、その使用 を強制 された非 ネイテ ィブに とって も、 また コ ミュニケー シ ョンの必要か

ら、「伝 わ らない よ りは まし」 と考 えた宗主国の支配者側 の人間に とって も、「言語 として

は周辺的 な存在」 であったの に対 し、グロービッシュが周辺言語(marginallanguage)で あ

る とい う意識 は、 ピジ ンに比べ れば希 薄であ る。む しろ先 進諸国が使用す る主要言語で あ

る とい う意識か ら、 グロー ビッシュは、英 語であ るがゆ えにあ る程度 のス テイタスが与 え

られてい ると考 えられ る。

ピジ ン語 につ いては、Jespersen(1922)5)やBloomfield(1933)6)が 学問 的に ピジ ンの重

要性 について述べ てい る ものの、1950～1960年 代 にな って ピジ ン語 の研 究が盛 んになる

まで は、 ピ ジ ン は、不 完全 で 寄 せ 集 め の 破 格 言 語 で あ り、 劣 等 言 語 で あ る、 とHall

(1964)7)は 考えていた。

この点 に関 しては、 ピジ ンの発生 に関す る仮説 に関連 して、注 目すべ きことが ある。 ピ

ジ ンの発生過程が、幼児が大 人に向かって、 また大人が幼児 にたい して話す場合の言語 に

類似 してい る、 とい うもので ある(ピ ジ ン=幼 児言 語習得 説)。 幼児 の言 語 のみな らず、

大人が幼児 に話 しか ける場合 に も、音声、意味、文法 において不完全 な言語 を使用す るこ

とが観察 され る。 この ことか らJespersenやBloomfieldは ピジンの発生過程が幼児の言語

習得過程 に類似 している と、指摘 した。 これ はピジンを不 完全 な破 格言語で あ り、劣等言

語であ るとい う考 えに通 じる ものであ る。

他方 で、 ピジ ンや グロー ビッシュに も見 られ る 「言語の単純化」 は、幼稚下等 なこ とで

はな く、人 間の普 遍 的言語 行為 に見 られ る もの と考 え る仮 説 もあ らわれ た。 人 間 には、
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(個別言語 ではな く)普 遍言語 を習得す る能力が生得 的に備 わっていて、 その能力 の中に、

ピジンや グロー ビ ッシュにも見 られ る 「言 語接 触 とい う状 況 にお ける言語の単純化」 とい

うプロセスがあ り、世 界各地、すべての大陸 に見 られ る 「すべての ピジン語の類似性」 を

説明 で きることにな る。語 彙の制限や、言 語構 造上の単純化 は、遺伝 的、生得的 に人 間に

備 わった普遍的言語規則 に由来する とすれ ば、19世 紀 的博物学 的なアプローチ として 「ピ

ジ ン祖語(が あ って、すべ ての ピジン言語 は ピジ ン祖語 か ら派生 した、 その祖語)」 を探

そうとする、過去 にあ った学術 的努力 は不要 な もの となろう。

単純化=言 語普遍性 の仮 説はTodd(1969)8)に 始 まるが、変形生成文法の考え方 に も通 じ

る ものであ る。学術的 なアプローチか ら、 グロー ビッシュを含 め ピジ ン語が、周辺的で破

格 ・劣等言語 である とい う見解か ら解放 され、 グロービッシュや ピジン語 を劣 等言語で あ

るとする考 えが社会言語学的あ るいは制度言語学 的に批判 されるべ きで ある。

しか しグロービ ッシュとピジン英語の類似点 と相違点 のみを列挙 して、 グロービ ッシュ

の考 察 を終 え るわけに はい かない。特 に相 違点 と して、植民 地帝 国主義 時代 とグローバ

ル ・ボー ダー1/ス 化す る現代 とい う時代性 の差 を指摘す る ことは容易 である。 しか し、時

代 を超 えてなお、 グロービ ッシュの 中に、 ピジ ン英語が内蔵 した問題 と同質の ものが含 ま

れてい るのではないか。

ピジ ンが破 格言 語で あ り劣 等言 語 であ るとい うこと と、 グロー ビ ッシュが、効率 化 さ

れ、 国際 的な使用 に向けて改 良 された半 人工 言語 であ るとい うことが 、 どの よ うに関連付

け られ るのか。経済や科学技術の国際化 の結果 として英語が 国際社会 の共通語 として流通

したの は、英語の最大 の使用 国であるアメ リカが、経済力あ るい は軍事力 におい て、冷戦

時代 には二極 の うちの一極 を しめ、 旧ソビエ ト連邦崩壊後 は、一極集 中的な地位 をアメ リ

カが得 た とい う世界情勢が あったこ とを忘れ てはならない。 また、英語 が他の欧米諸語 に

くらべて、活用変化 な どの文法的複雑 さをい ち早 く捨象 したこ とも、英 語が世界的 に普及

した一 因 と考 えられ る。いずれ に して も、世 界は英語 を受 け入れ ざるを得 ない状況 にあっ

た とい う点 において は、時代 の列 強国の言語 を軸 として現 地語の干渉 と言語の簡略化が ブ

レン ドされ て、不 完全版 であ り劣 化版 の言語 として ピジ ンが現 れ ざる をえなかった こ と

と、 グロー ビッシュの発生 は、 きわめて類似 している とい える。

8.ピ ジ ンとグロービッシュ その2

そ うで あって も、 グロー ビッシュが必ず ピジン化 し、破 格言語 ・劣等言語 とされる とは

断言 で きない。 グロー ビッシュが 「過去 の ピジン言語の最新版で はな く、人類 史上初の真

の国際補助語 となれるか どうか」は、次 の点 にかか っている とい える。

グロービ ッシュが不完全で劣 った変形亜種英語 にす ぎない と考 えるのは、 ほか な らぬ英
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語母語話者 であ り、 ヨー ロッパ系 白人英語母語話者 である。 また彼 らが既得権 として持つ

ネイティブ英語の優位性 は、残念 なが ら非英語 圏の非 ネイティブ英語話者 さえ もが、意識

的 に、あ るい は無意識 に認 めている。 ゆえに現代 日本 におい て も、英語 ネイティブ優位神

話が あ り、英語帝 国主義が、最近批判 され始 めた とはいえ、根 強 く残 っている。 これ らの

要素が世 界的に排 除 されない限 り、 グロー ビッシュは、劣 った、あ るい は特殊 な英語で あ

るとい う地位 か ら抜 け出せ ないであろ う。つ ま りグロービッシュは ピジ ン化す るのである。

なぜ な らば、過去 にピジ ン語 もまた通 商混成語(tradejargon)と しては一定 の評価 をされ

ていたのであるか ら。

したが って、過去 の様 々な ピジ ン語 と同程度 に までは、 グロー ビッシュをは じめ、現在

存在 し流 通 してい る海外英 語(overseasEnglish)が 、一定の地位 を保 ち、過去 に くらべ て

グローバ ル化 し遥か にボーダー レス化 した現在 の世界 の中で、普及す るだろ う。 ビジネス

とい う土俵の上 に限定 し、商取引で成功 し、高い利益 を得 るこ とを、共有の価値 と考 える

国際 ビジネスパ ース ンた ちの問では、一般社 会で は社会階層格差が依然 として存在す るこ

とは、 もはや問題 にはならないだ ろう。国際 ビジネスの世界 に参加す るこ とは、旧来の社

会階層制度 を打破す る方法 である。 イ ン ド社会 に残 るカース ト制度 とい う社 会階層の壁 を

破 る数少 ない方法 はIT技 術 の習得であ り、IT技 術者 になるこ とであ るの と同 じ原理が働

いてい る。そ うで あって も、グローバル化 とはアメ リカ化 と同義 である と考 えれば どうか。

IT技 術 世界 と同様 に、 ビジネス世界 もまた、極めて限定的な、アメ リカ的 な自由 と成功の

ある世 界 だ と考 えれば どうか。その 「限定的 な 自由世 界の外 」で は、依 然 として、人 間

は、英語 に関 して、 グロー ビッシュ を使 いつつ、必要 に応 じては、英語母語話者の なかで

も教 養 ある とされる階層 の標 準 英語 をも使 うとい う、二重 方言使 用(bidialectalism)を 行

い、Code-switchingを しなければ、社会 的に不利益 や差 別 を被 るのではないか。 そ うで あ

れ ば、 グロー ビッシュを真 の国際共通語 と考 えるのは時期 尚早であ ると言 える。

人 間の言語使用 は、言語Aを 使 うか、Bを 使 うか、 あるいはAの 使 用 を禁止 され たか

らBに なった、 とい う単純 な もので はない。 ピジンにせ よ、グ ロー ビッシュにせ よ、人 間

は言語 の選択 や使用 をめ ぐって さまざ まな状況 のなかで どの ような判 断や、 どのよ うな使

い分 けをするのか とい う問題 について、 について さらに考察 を進め よう。

9.言 語生態学の観点 か ら

言語 生態学(linguisticecology)の 提 唱者Voegelin(1967)9)は 、言 語生態学 を通 じて、多

言語使用地域 における各言語 のあ り方 を研究 しようと した。彼 らは言語 を機械 的構 造物の

よ う に意 図 的 に構1築 され た もの で は な く、人 間 の行 動(behavior)が 示 す 様 々 な側 面

(aspects)か らとらえようと した。言語 の生態 は行為 として現 れ、可 能性 として存在す る。
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言語 は複数 の体系 を内蔵 し、言語 は言語使用者 間の相互影響 関係 の中に成 り立つ こ とを前

提 に彼 らは研究 を進 める。その分類記述 の体系 として、言語生態学の提唱者 たちは、媒介

変数要 因 と して、地位意識(status、 略S)と 親近 感(intimacy、 略1)を 設定 した。Sは 社 会

階層 関係 であ り、上流言語(H)は+Sで あ り、下層 言語(L)は 一Sで あ る。Voegelinの

報告例 ではパ ラグアイのグアラニ族 は公式 の場 ではスペ イ ン語 を使用 し、 くつ ろいだ場で

はグアラニ語 を使 う。 この言語対立 は+S/-Sと 表記で きる。

さてこの表記 を言語構造 的な客観性 か らのみ考えればSと1が 、完全 な対立条件で ない

こ とが不十分 な点 となる。+Sは 地位意識が高 く、例 えば、公文書や教 育現場での言語 に

あたる。そ うであって も、+S言 語 のなかに も、+S/-1(地 位意識 が高 いだけに、親近

感 は低 く堅苦 しく冷た く感 じられる)で あ った り、+S/+1(確 か に上流階級 に馴染みの

ある表現 で、 自分 が それ に慣 れて いるため親 近感 もあ る)で あ った りす る。 この分類 で

は、 ピジ ン言語 は、上流 、下層 の どち らの階層 に とって も、-Sで あ るが、上 流 階層 に

とっては 一1、 下層階級 にとっては+1と なる。

Stewart(1968)10)は 言 語 の 特 性 と して、1)標 準 化(standardization)、2)自 律 性

(autonomy)、3)歴 史性(historicity)、4)活 力(vitality)の4つ の特性 を使 い、 い くつか

の型 を記 述 した。例 えば標 準語型(+1,+4)(標 準 化 されていて、大 い に活力 があ る)、 古

典語 型(+1,+3)(標 準化 され、大 い に歴史性 があ る)、 人工語 型(+1,+2)(標 準化 され、やや

活力 もある)、 地域 口語(vernacular)(+2,+4)(よ く標 準化 され、大 いに活 力 もあ る)、 方言

型(+3,+4)(そ の地域 で は大 い に標 準化 され、強 く活力 的であ る)、 な どである。問題の ピ

ジンあ るいはその土着形であ るクレオール言語 については、Stewartの 分類で は、 クレオー

ル言 語型(+4)(強 く活力 、だが標準 的で はな く、 自律 性 や歴 史性 もない)、 ピジ ン言 語型

(すべ てマイナス)と きわめて評価 が低い。 この評価 法 は地域 の社会 言語学 的側 面か ら言

語 を記述す るの には有効 であ る。 しか しこの評価 記述 法で は 「地域 口語 」「方言 」「ク レ

オール言語」 の微妙 な差 異は表示 しに くい。 それで も標準化 とい う要 素 を欠 くとい うこ と

は、言語 としての威信(prestige)を 欠 くことにな ることを意 味す る。 「口語」 「方言」 「ク レ

オール言語」 は歴史性 を認 め られ、 その存在 を認識 されている ものの、共時的 な相違 はわ

カ、りじこくL>○

さらに言語 生態学 的 には、言 語使用社 会 で、その構 成員が どの ように2言 語 を使 い分

け、その2言 語 は安定的 か、推移 的か、 な どの言語 のダイナ ミックな側面、つ ま り言語生

態学 の中心 的な観察対象 をとらえに くい。例 えばグロービ ッシュは、国際 ビジネス社会の

構成 員 に とっては+1だ が+Sと の判 断 は誰 が下 すの か、疑 問 であ る。 また グロー ビ ッ

シュは、1)標 準化(standardization)、2)自 律 性(autonomy)、3)歴 史性(historicity)、

4)活 力(vitality)の4つ の特性 につ いて、2)と4)は+1以 上 であろ うが、3)は 未定
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であ り、1)の 評価 をピジ ン言語 ほどにも未だ獲得 してい ないだろ う。

言語生態学 か ら明 らかになる ことを端 的に言 えば、グロー ビッシュが どの ように ピジ ン

に類似 してい るか、 また は真の国際共通語、新 しい国際補助言語、世界 の中間言語 にな り

うるか を論ず るの に、言語学的記述主義 では記述 しきれない ものが残 る。 また本論 の 目的

は、 グロー ビッシュの学術 的記述だ けで はないのであ る。世 界の人 々が複数の言語 を使用

す る(ま た使用せ ざるを得 ない)状 況 にある として、その時人間 は どの ような言語の選択

と使用 をするのか、 について さらに考察 を進める。

10.2方 言併用 をめぐって

英語 の変形 とい う観点 か らみれば、アメ リカ国外 の ピジ ン英語 に対 して、 アメ リカ国内

の英語 の変形亜種 として、黒人英語が考 え られる。 そ して黒 人英語 を考 える時、 ピジン英

語 さ らにはグロー ビッシュ を考 える重要 な観 点が見つか る。英 語 に簡易型 を含めた変形亜

種が発生 した場合、 それ らの変形亜種 は、英語母語話者 とりわけ社 会的地位が高い 白人話

者 か らは決 して評価 され ない とい うことであ る。社 会 的地位 の高 さは、個 人が受 け る教

育 ・教養 の差 を反映 し、その結果で ある学歴 の差 とな り、学歴 や社 会的実績 を手 に入 れて

初め て入 るこ とを許 され る社 会階層内の地位 に現 れる。それ を考慮すれ ば、簡易型 を含め

た変形亜種英語 の話者 は、意思疎通 がで きる とい う利 を受 ける反面、その個人が使 う変形

亜種英語 ゆえ に差 別 され不利益 を被 る ことを逃 れ られないのであ る。Stewart(1967)11)は

次 の よ うな研 究 報 告 を行 って い る。 ア メ リカ の黒 人英 語 の なか に も、上 層 黒 人 英 語

(acrolect)が あ り、 これは教 育 のあ る白人の標準語 に構造上 、非常 に近 い。 これ とは別 に

基底 黒人英語(basilect)が ある。恵 まれ た環境 に生 まれついた黒 人 を別 とす れば、黒人の

子供 は、小学校 入学前 には、 自分 の生活環 境 で身につ いた基底黒 人英語 を話す ことが多

い。 しか し小学校 入学 とと もに、教 師や標準 英語 に近い英語 を話 す他 の子供 との接触 に

よって、基底黒人英語 は修正 され上層黒 人英 語 に近づ く。 しか し14～15歳 にな り、学校

を卒業 または中退す るこ とで、基底黒人英語 に戻 ってゆ くとい う。 また家族や黒人同士で

は基底 黒人英 語 を使 い、 白人社 会 では上層黒 人英語 を使 うとい う、黒人英 語 の切 り替 え

(Code-switching)が ある。 しか もこの切 り替 えは流動 的であ り、黒 人英 語 をとらえ難 い も

のに してい るとい う。黒 人英語の2方 言併用(bidialectalism)が 意味す るこ とは何 であろ う

か。

アメ リカ社会で、黒人が2種 類の英語 の使 い分 けを強い られた ことは、つ ま り人種 的な

差異 を基本 とした英語階級社会 の存在 を暗示 している。社 会階層格 差が英語 の差 を生み 出

した こ とは事実であ ろう。 しか し一度、社 会階層格差が 出来上が って しま うと、英語の差

が、社会階層的差別 を生 み出す。 したが って英語非母語話者 としての外 国人が外 国語 とし
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て英語 を習得 しよ うとす る とき、 どの社 会階層 の標 準語 をモデル と して言語 習得 す るか、

が大 きな問題 となろう。

なお、2方 言併用 と言語差 別の問題 は、 アメリカ黒人英語 に限 らない。イ ン ドで は広域

的 な共 通語 として ヒンデ ィー語、 ウル ドゥー語、ベ ンガル語、パ ンジ ャブ語、 タミル語、

シ ンハ ラ語があ るが、 イン ド全 土の共通語 になな らなか ったため、共通補助言語 として英

語が機能 した。 しか しこの英語 を英 国人 はBabuEnglish,CheecheeEnglishと よび、英語

を使用す るこ とと人間 と して対 等であ ることは別であ った。標 準英語 と現地英語 の2英 語

使用 こそは白人 ・英語母語話者優位の象徴 であった。南 アフリカにおい て も、18世 紀以来、

オランダ語 簡略体言語 であるアフリカー ンス(Africaans)が 白人以外 の現地人に用 い られて

いた。19世 紀 ボー ア戦争以後 、英 国が主権 を得て、英 語が商工業用共通言語 となったあ と、

標準英語 とアフ リカーンスの影響 を受 けた南 アフリカ英語が用い られ、英語2方 言併用状

態が成立 した。 しか し英語が公用語 となって、英語話者が全 て社会で の活躍 を約束 され た

わけで はなか った。つ ま り英語が共通語 と して社 会 に流通す ることで、英語覇権 主義が強

め られ こそすれ、英語 による公平平等 なグローバ ル競争社会 は実現 されなか った。 この状

況 は東 アフ リカで も同様 であ った。 この地域 で はスワ ヒリ語(Swahili)が 共 通語 であ った

が、近代化 とともに、英語 は文化語 としてエ リー トに学ばれ使用 され た。 これ は英語の使

用が、民族 をエ リー ト階層 と大衆階層 に分 断 し、識別す るために機能 した例 と言 える。 ま

た西 アフ リカの リベ リアは、 アメ リカ黒 人の入 植地であ った ため、英語 は最初 か らアフ リ

カ民族 の母語 とは別 に、英語 圏か らの入植者 とともに流入 したの であ り、 この場合英語 は

文化 的に何 の貢献 もしていない。 ピジ ン英語が用 い られるナイジェ リアや ガーナにお いて

も公 用語 であ る英語 は文化 語で あ りエ リー ト語 で あって、第1言 語 は現地土 着言語 で あ

る。その ため現地語 や ピジ ン英語の影響 を受 けた新英 語(NewEnglish)は 、公用エ リー ト

英語 とは別 の英語 であ り、ニ ュースや大衆小説 の言語 となっている。 アフリカの英語事情

を検証 して も、英語 は社 会階層や人種 の差別 を残存 させ こそすれ、英語の習得が差別や格

差 の解消 に貢献す る ことは無 い と言 え よう。 この ような歴 史 を考慮 し、英語母語話者で は

ない 日本人 を含 めた英語非母語話者 は、 どの ような英語 を習得す れば、 どの ような結果 を

得 られ るか を予測 で きる。それ を整理す れば、次の ような場合分 けと結果が予想 される。

① 母 国で も社会的地位が高い外 国人が、相手 国の社 会的地位が高い言語 を習得す る場 合:

社会 的に差別 され不利益 を被 る可能性が、 もっとも少 ない。

② 母 国で も社会 的地位が高 い外 国人 が、相 手国の簡便 化 され た言語 を習得す る場 合:教

養 を疑 われ るか も しれないが、外 国人の使 う言語 の拙 さとして好意的に理解 され、大 き

な不利益 を受 けることはない もしれない。

③ 母 国で は社会 的地位が普通 また は低 い外 国人が、相手 国での社会 的地位が高 い言語 を
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習得する場合:学 習の苦労に見合 う利益をある程度得 られるか もしれないが、社会階層

的、あるいは人種的差別は超えられない。ただしグローバルビジネスなどで、個人の話

す内容に説得力があ り論理的であり、優れていれば、同業者の問では高い評価を受ける

かもしれない。

④ 母国で社会的地位が普通か低い外国人が、簡便化 された相手国の言語を習得 した場合:

社会的な不利益を受けることは避けられず、加えて人種的な差別 も強 く受ける可能性が

ある。

このような分類が可能なのは、英語が発音、語彙、文法を備えたという意味での人間言

語の一つである前に、その英語がいかなる民族、人種や階層によって使われる英語である

か、が重要な問題なのである。「どのような種類の英語が存在するか」が問題なのではな

く、「どのような人種、階層がその英語を使っているか」のほうが、重要度の高い問題な

のだ、 と言える。世界の英語に関する問題を、その観点か ら掘 り下げ、現代の英語帝国主

義、言語による覇権主義に考察の中心 を進めよう。

11.英 語帝国主義批判に関連 して

この問題の本質を津田幸男はその著書 「言語 ・情報 ・文化の英語支配』12)のなかで的確

に論 じている。英語使用世界は階級社会であ り、① 構成人数は3～4億 人であり決 して

最多ではないが最高位の 「特権表現階級」(英語のネイティブスピーカー)、② 英語母語

圏内で生活 ・経済活動 を英語で行 う構成人数10数 億人 とほぼ最多である中流表現階級

(英語第2言 語話者)、 ③ 英語を外国語 として使 うが、英語の運用 レベルに関係なく、英

語母語話者や英語圏での実生活者 とは差別される 「労働者表現階級」、④ 英語 との接触

が無 く当然英語を使えず、生活で使わない 「沈黙階級」、の4つ の英語における社会階層

がある。この階級世界の中では、日本人を含め世界中の英語非母語話者は、英語を学び英

語をある程度流暢に使 ったとしても③の階級か らさえも出られないと津田は結論づける。

英語非母語話者である日本人は、グロービッシュを習得 し、それ以上の英語 を駆使 して

も、英語階級世界の尺度から論 じれば、第2階 級にす ら、なれない。この仮説は英語をめ

ぐる世界のモデル(縮 図)で あり、日本における英語教育議論で しばしば忘れ られる世界

観である。

英語帝国主義批判は英語非母語話者だけから主張されているのではない。レオ ・パニッ

チ&サ ム ・ギンディンは 『アメリカ帝国主義とはなにか』13)において、グローバリゼーショ

ンとはアメリカ帝国主義の世界的な展開であると批判 している。グローバ リゼーションが

進めば進むほど、現在世界に存在する6000の 言語が21世 紀末には50%以 下になり、最悪

で90%絶 滅するとされるその元凶は、アメリカ ・英語帝国主義であるという。英語の一極
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支配は効率的ではあるが、その負の側面を批判的に考察することが重要である。

12.国 際語 として必要な英語のビジ ョン

水村美 苗の 「日本語 が滅 び るとき一英 語の世紀の中で一 』14)の指摘 によれ ば、 日本人総

バ イリンガル化 は無謀で無知 な議論 であ り、 日本の取 るべ き政策 は一部国民の徹底 した英

語教育 に よる部分 的効率 的バ イ リンガル化 であ る、 とい う。 しか し一方 で国策 として、 国

際社会 の中で 日本 国が生 き残 り、繁栄す るため には国民の英語運用能力 を高 めなけれ ばな

らず、そのため に学校 教育 の制度 的改革 も必要 である とい う主張が ある。 しか し水 村 はそ

の根拠が示 されてお らず、 日本国民の多 くが、 日本の英語公用語化政策 に、気分的 に同調

してい ることを危惧 してい る。水 村 は、英語 をか な りの レベルで運用 しなけれ ばな らない

人 間の数 は、 た とえ世界が グローバ ル化 し、 ボーダー レス化 して も決 して1億 人 にはな ら

ない とす る。逆 に1億 をグロー ビッシュ程 度の英語 で も運用 で きる ようにす るには、莫大

な予算 と人手 と時 間がか かる、 とい う。現在、反 ・英語公用語論 も日本で は現れ て きてい

る。

成 毛真(2011)15)は 、次の よ うな試算 を行 ってい る。外務省 の海外在 留邦人統 計で は、3

か月以上外 国 に在留す る長期滞在 者数 は2009年 時点で、76万 人であ り、その うち非英語

圏であ る中 国 に12万7000人 、 ブ ラジル に6万 人、 ドイ ツに3万7000人 、 フラ ンスに3

万人 が滞在 す る。1990年 度 の長期 滞在 者数 は37万4000人 で あるので20年 間平均 で は年

間56万7000人 の 日本人が海外 に滞在 して いるこ とになる。仮 に この長期 滞在者が平均4

年 間海外で生活す るとする(こ れは留学や長期赴任の期間か ら仮 定 した)。 そ こで4年 に1

度長期 滞在者 が入 れ替 わる と計算 し、5歳 か ら80歳 まで で海 外 に4年 間は住 んだ人 は約

1077万 人 となる。 これに外 資系企業 の従業員数102万 人(経 済産業省2004年 度統計)、 観

光や交通機関関連の従業員 を100万 人 と概算 して、全部 を足 して も、1279万 人である。 日

本 の人口 を約1億2795万 人(2011年6月 確 定値)と すれば、英語 を教養 ・学歴 と してで

はな く、 日常 的に必要 な道具 と して必 要 とす る 日本 人 は、人 口の1割 で ある こ とがわか

る。 したが って、残 り9割 の 日本人は、実際の必要性か らで はな く、英語が必要 であろ う

とい う強迫観念か ら英語力 の獲得 を求 めている と考 え られる。 さ らにこの強迫観念 あるい

は共 同幻想 を、英語 教育産業が利用 し生計 を立 てているこ とを忘 れてはな らない。9割 と

は言 わない まで も、半数以上 の 日本 人 は英語教 育産業や英語教 育従事者 の生 計 を維持 し、

社会経済 の不安定化 を起 こさないためにのみ英語必要論が存在す るのであって、実際 の需

要 ・必要 か ら英語教育 が供給 され ようとしているのではない、 とい うこ とは確 認 してお き

たい。

したが って国益 ・国策的英語普及論 の問題点 は、現実 の世界 における英語 のあ り方 に無
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知で あ り、数値的 な根拠 のない、夢想的 な英語=国 際共通語論 が独 り歩 きしているこ とで

ある。 また 日本 は現実の国際社 会 にお ける英語格差、言語差別 を考慮 した、一国の言語政

策の ビジ ョンを持た ない ことが問題であ る。 日本の一般社会 で普及 しつつ あるグロー ビッ

シュは、それ ゆえ、習得の容易 さばか りが注 目されて はならない。習得 の簡単 な英語の獲

得が、無駄 とは結論 しないまで も、国際社 会や英語 圏におい て、不利益や差別 を受 ける リ

ス クを考慮 に入れ るべ きであ る。国際社 会で生 き残 るため には、外 国語の習得が重要 なの

で はない。外 国語 とは何 か、母 国語 とは何 か、 自分 は何 を考 え、何 を伝 えるこ とが で きる

のか、 自分 の中になる思想、 アイデア、 アイデ ンテ ィティー、オ リジナ リティーは何 かを、

まず母語 で表現 で きなけれ ばな らない。言葉 で伝 え るべ き内容(contents)が 自分 にはある

のか、それ を自問す ることか ら始 める英語 ビジ ョンが求 められている。

グロービ ッシュが新 しい 国際共通語 としての英語 になれるか どうか の可能性 は、 グロー

ビ ッシュ英語 をピジン語 と比較 し検証す る ことだけか ら考 えるこ とはで きない。英語 圏の

人 間であって もQuirk(1981)16)は 、英 語が グローバ ルに使 用 され ている現代 で はアメ リカ

英語、 イギ リス英語 な ど個 々の国々の英語 に とらわれ ない核英 語(NuclearEnglish)を 提唱

している。 この考 えの もとは、標準 英語(StandardEnglish)と は何 か、 とい う問いか ら始

まる。歴史的 に考 えれ ば、その起源 は英語 を母語 とす る国の事情 に遡 る。制度言語学 的に

言 えば、英語 につい ての時代 的差異 で も、地理的差異で もな く社 会階層的差異が、標準英

語 の決定 に大 き く影響 してい ることは注 目すべ きである。Quirkは 、標準 英語 とは、地域

や 国 とい った共 同体 に限定 されず、 よ り広 い範囲で英語 を使用す る国の話者 と意志疎通 を

はか りたい とき求め られ る表現媒体 であ り、根本 的には一つ の理想形 と考 えた。 この よう

に英語母語話者 自身が意識 を変 え、 自 ら英語帝 国主義 を否定す るな らば、そ してそれが今

後 の世界 で実現 されるな らば、英語 の理想形 としてグロービッシュ英語が発展す る可能性

はあ る。

13.結 論

ネ リエ ールが提唱 したグロービ ッシュとい う英語 は、新 しい国際共通語で あ り、世界の

人 々に とっての国際補助言語 になる可能性 を持 っている。 グロービ ッシュは、語彙数が少

な く、 また制限 した語彙の 中で表現 を作 ろ うとす る。発音、文法 にお いて も、制限 は極め

て緩和 される。その ことは、国際共通語 と しての英語が、英語母語話者 の英語 とは区別 さ

れ るべ きであ り、非母語話者 こそが主体 となる英語、 とい う認識が、今 の世界で成熟 しつ

つ あるこ とを意味 してい る。 しか しグロー ビッシュを 「簡 便 な英語」 とだけ定義す るこ と

は危険で ある。英語 の歴史 の中で は、 ピジ ン英語 を含め、非母語話者 の言語 である ピジ ン

言語、そ れが普及 し土着化 したク レオー ル言語が存在 した。それ らもまた複 数の言語が混
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合 し、簡 易化 した言語 であ り、異 文化 ・異言 語 の人 々の 問で使用 され た中間言語 であ っ

た。 したが って グロー ビッシュが人類 最初 の 国際的 な補助言語 である とい う予想 を今、持

つ こ とはで きない。 しか し、 グロー ビッシュ に類似 した ピジ ン言語か ら学ぶべ きこ とは多

い。 しか しピジ ン言語は英語の社会階級差別 を克服 で きなか った。世界各地 に存在 した過

去の ピジ ン言語 は、過去 の、植民地宗主 国、主要先進 国の欧米語 に とっての、「劣等言語」

で ある とい う認識か ら自由 になることは難 しかった。現代世 界は、交通手段 、通信手段の

飛躍 的な進歩 のおかげで、新 しい段 階に入 った。 しか しそれが直接 、グロー ビッシュの国

際共通語 としての地位 を保証 する ものではない。 日本 を見 ればわかる ように、世界 には先

進的 な国家 であって も、外 国語 をふ くめた言語 に関す る認識が低 く、言語政策議論 も未熟

な国が ある。そ のような国において グロービ ッシュに注 目が集 まる として も、それ は習得

の容易 さ、 とい う一面 に注 目してい るにす ぎない。国際共 通語 に関す る認識の低 さや議論

の未熟 さこそを、 グロー ビッシュブームは、象徴 してい る。

注

1)

2)

　3

　4

　5

6)

7)

Nerriere,Jean-Paul&Hon,David.2009.GlobishtheWorldOveY.Antecka.

NewsweekJune21,2010."ANewLanguageforaNewWorld"byRobert

McCrum.pp.32-35.

American:NativeEnglishspeakercan'tquitehackitwhentheyneedtodumb

downthe1,500keywords.Thelanguagetheyhavetospeakorwriteisexpected

tobekosher,ifnotperfect.

Globish:NativeEnglishspeakershavegreatdifficultieswhentheywanttoreduce

theirwordsdowntothe1,500keyones.Ontopofthat,thelanguagetheyhaveto

speakorwriteisexpectedtobecorrect,ifnotperfect.

(NewsweekJune21,2010,p.35.)

本 論 で 挙 げ た ピ ジ ン 英 語 の 例 は 、 大 塚 高 信 ・中 島 文 雄 監 修 『新 英 語 学 辞 典 』 研 究

社 、1982、 中 島 平 三 、 瀬 田 幸 人 監 訳 「オ ッ ク ス フ ォ ー ド 言 語 学 辞 典 』 朝 倉 書 店

2009か ら そ の 典 型 的 な 例 を 採 用 し た 。

Jespersen,Otto.Language:ItsNature,Development,andOrigin.London:Goerge

Allen&Unwin.

Bloomfield,Leonard.1933.Language.NewYork:HoltRinehart&Winston.

Hall,E.W.1964.CategoricalAnalysis:SelectedEssaysofEverlettW.Hallon

Philosophy,Value,knowledge,andtheMind(ed.E.M.Adams)ChapelHill:Univ.

一147一



教養 ・外国語教育セ ンター紀要

　8

　9

10)

11)

12)

13)

14)

15)

16)

ofNorthCarolinaPr.

Todd,W.(ed.).StudiesinPhilosophicalLinguistics.SeriesOne.Evanston,III.:

GreatExpectations.

Vogelin.F.M.&N.W.Schutz,Jr.1967"TheLanguageSituationinArizonaasPart

oftheSouth-westCultureArea".inHymes&W.E.Bittle(eds.)Studiesin

SouthwesternEthnolinguistics.TheHague:Mouton.

Stewart.W.A.1968."ASociolinguisticTypologyforDescribingNational

Multilingualism".ininFishmanJ.A.(ed.)ReadingsintheSociologyofLanguage.

TheHague:Mouton.

.1967."SociolinguisticFactorsintheHistoryofAmericanNegroDialects",

FFLR5:2,pp.11-22,24,26,30.(TheFloridaFLReporter).

津 田 幸 男 編 著(2005)「 言 語 ・情 報 ・文 化 の 英 語 支 配 』 明 石 書 店p.154。

レ オ ・パ ニ ッ チ&サ ム ・ギ ン デ ィ ン(2004)『 ア メ リ カ 帝 国 主 義 と は な に か 』 渡 辺 雅

雄 訳 こ ぶ し 書 房p.136。

水 村 美 苗 『日 本 語 が 滅 び る と き 一 英 語 の 世 紀 の 中 で 一 』(筑 摩 書 房 、2008)pp.276

-279参 照
。 水 村 英 語 論 は 国 策 と し て の 「国 民 総 バ イ リ ン ガ ル 論 」 に は 再 考 の 余 地

が あ る こ と を 指 摘 し 話 題 と な っ た 。

成 毛 真(NarukeMakoto)『 日 本 人 の9割 に 英 語 は い ら な い 』 祥 伝 社2011。

Quirk,Randolph.1981."TheConceptofNeuclearEnglish"inL.E.Smith(ed.)1981.

EnglishforCross-CulturalCommunication.London:Macmillan.

.・


